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国においては、デジタル化に向けた国際的な競争が激化している中、先進的技
術をまちづくりに活かすスマートシティのモデルを早期に実現し、全国に展開して
いく取組を進めています。

今般、早期の社会実装が見込まれるモデルプロジェクトを公募する中で、さいた
ま市の取り組が高く評価され、選定される運びとなりました。

これらのプロジェクトの一刻も早い社会実装を目指し、内閣府、総務省、経済産
業省、国土交通省や企業、大学・研究機関、地方公共団体、経団連等約600団体

が参画する「官民連携プラットフォーム」の枠組みのもと、関係府省とも連携しなが
ら進めます。

清水勇人市長は、「withコロナ、afterコロナの時代において、スマート指定への
取組の流れは、さらに加速させなければと思う。公民学ですでに取り組んでいる
浦和美園地区に加えて、大宮・さいたま新都心での取組を強化したい」と述べて
います。

「スマートシティ」の令和2年度先行モデルプロジェクトとして採択

現在さいたま市では、内閣府より浦和美園地区が地域活性化総合特別区域（総
合特区）として認定され、スマートホーム・コミュニティや超小型モビリティ導入促進
事業を展開しています。（平成２４年度～）

https://www.mlit.go.jp/report/press/toshi07_hh_000159.html


